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西小磯の七夕行事が国選択に

大磯町西小破地区で行なわれている七夕行事が、平

成14年2月12日付で、 「記録作成等の措置を講ずべき無

形の民俗文化財」に国選択されました。

七夕は、 一般的には中国の牽牛織女の伝説に出来す

る星祭りとして認識されていますが、西小磯の七夕は、

盆を迎える前にケガレを祓ったり、降雨を祈り戯作を

顧うJ此耕儀礼的な性格を持つことが特徴です。

今回の国選択は、1:1本の七夕行事や民Ilil信仰の要索

を理解する上で質重なことや地域的特色が戯かである

ことが認められたもので、西小磯束七夕保存会と西小

磯西子ども育成会の2団体によ って行なわれている七

タ行事が対象です。今後は、国や児からの補助を視野

に入れながら、映像などの記録作成の作業に取り組ん

でいきたいと思います。

ここでは、本年8月に行なわれたそれぞれの七夕行

事を取材しましたので、その様子を紹介します。

〔西小磯西地区 （子ども育成会）〕

本来は8月6日・7日に行なっていましたが、近年は

従米の期日に近いt.H曜日に設定されています。本

年は8月3日（土）• 4日（「I)に行われました。もともと、

各小りげ落ごとの 「子供連」という組ごとに行なわれて

いた行事ですが、現在は子ども会行事となっています。

今年は幼稚園の年少から小学校6年生までの子どもを

中心に、 40人ほどが参加しました。

8月3「I、朝8時30分、千どもたちが竹飾りを手に、

宿 （やど）に梨合しました。昔は 「子供辿」ごとに被

年・L走者の家が宿をつとめましたが、現在は西小磯西老

人憩いの家となっでいます。まず、 2つのコースに分

かれ、竹飾りを担いで地区内の追祖神や神社を巡りま

した。続いて、 5つの地区に分かれ、オカメやヒョッ

トコの而をつけて地区内の各家を訪ね、軒先で太鼓に

合わせて七夕hliりを行ないました。各家では、子ども

コース （低学年 ・高学年）に分かれて地区内を練り歩

きました。特に高学年は、切通しの身代わり地蔵まで

行き、お札をもらってきます。宿に戻ってきたのは夜

の7時半。夏の空もとっぷりと砕れていました。／

翌早朝、小磯幼稚園下の海岸まで竹ネ111剥が担がれ、

さまざまな厄を背負い込んだ竹神輿を悔に流します。

昔から、／i翌取山や大山が見えるところまでは沖に泳ぎ

出て流してくると言われているそうです。今年は波が

杞やかで、i朝の流れもそれほど述くなかったことから、

勇気ある小学生の参加もありました。また、地域の方

が救命用ポートで伴走したこともあって、人も竹神艇

も豆粒のように見えるほどの沖まで泳ぎ出ました。

〔西小磯東地区 （七夕保存会）〕

従来どおり、 8月6日・7|]の期日で実施しました。

もともと西小礎東地区では、地区内がさらに東西に分

かれて 「子供述」があり、それぞれ別々に行事を行な

っていました。しかし、近年の少子化により、 II乍年か

らは竹飾りや竹神輿で地区内を巡るI祭は、 一緒に行な

うようになっています。今年は、布 （西小磯東老人憩

いの家）も行事もすべて東西が合同で実施しました。

6日の昼過ぎ、竹飾りを持って子どもたちが宿に集

まりました。東西合同なので人数も多く、なかなか賑

やかです。竹飾りを担いで、唱え言をしながら地区内

の道祖神、水神、神社、辻などを巡りました。宿での

おやつを挟んで2回巡り終えると、宿や保存会の方々

にOBの中学生を加え、竹神奥を作りました。そして、

宿で夕食。提灯の火が映える頃、竹神輿を担いで地区

内を巡ります。低学年が提灯で先祁し、高学年が竹ネ111

輿を担ぎます。特定の場所では、唱え吾をしながら激

しく上下に揺らします。地区内の厄をすべて竹神輿が

吸いと ってくれるかのようなしぐさでした。翌早朝は、

西小磯東老人憩いの家下の悔岸まで竹神輿を担ぎおろ

し、沖まで泳ぎ出て流しました。西小隈西地区と全体

的な行事内容に大差はありませんが、西小磯東地区に

0 

c
 たちの踊りの見返りとしていくらかの施しを与え、こ は七夕踊りがないなど、若干の迎いが見受けられます。

れが七夕行事の賄い数の足しとなります。 しかし、炎 さて、両地区ともに、昔は子どもたちだけで行事を

天下のなか2時間余りをかけて1軒1軒回るのはたいへ 執行していたとのことですが、近年はだいぶ様変わり

んです。そんな過酷な行事が続いてきたのは、おそら をしているようです。 しかし、今年を見る限りでは、

く子供たちの踊りが家々の厄を祓い幸をもたらすとい 竹神輿づくりはもちろん、悔へ流す際も高学年を中心

う役割を負っていたからだろうと思います。そして、 に子どもたちが加わっているほか、中学生や高校生の、

地域の人々もそのことを知っていたのでし ょう。 いわばOBの手伝いが見られたことは心強い限りでし

さて、1社にもどると、持参 したオニギリと、役員が た。また、役員や宿の方々のご尽力も忘れてはなりま

用窓した惣菜で昼食をとります。午後は、地区の有志 せん。今年は、国選択となって新聞などで紹介された

を指禅者に迎え、小学生高学年と役員がそれぞれ竹神 こともあり、町内外からの見学者が目立ったようです。

輿を作りました。なかなか力と根気のいる作業で、3 今後も、この素朴な行事をいつまでも伝えていってほ

時間ほどをかけて2基の竹神輿が完成。そして、2つの しいと思います。
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西小磯西地区 西小磯東地区

七夕踊り
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竹神輿づくり
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竹飾りでのお祓い

宿での休憩

竹神輿の巡行 竹神輿でのお祓い

-3 (182) -



大磯町における今夏のウミガメ情報
今年の夏、 大磯では例年になくウミガメに関する •Ii'i

報が目立ちました。特に西小磯の海岸でアカウミガメ

の逝卵が確認されたことは、大きなニュースとなりま

した。海岸の環境を保全するため、平成8年に大磯町

海岸自動車等乖入れ禁止条例が施行されて以後、初め

ての茄卵確認です。

くアカウミガメの産卵 ・孵化＞

8月24日、松永一治氏（西小磯在住）が、友人から

海岸にウミガメの足跡があるとの梢報を受けて現地で

卵を確認したという述絡をいただきました。大礎では

平成2年にアカウミガメの産卵 ・孵化が確認されてい

かし、今年は早い時期から台風に見舞われたにもかか

わらず、産卵場所は砂丘上の草むらから約16mも下で、

大波に洗われるような場所でした。カメも久しぶりの

大磯での涯卵で感鎚が鈍ったのかも知れません。ノ

さて、江ノ島水族館のご1豆意によって保護された卵

は順調に成育し、 10月11日から孵化が始まりました。

10月20日までに56匹が生まれました。来春、悔水温が

上がってから放流される予定です。

ところで、今年はアカウミガメの産卵が相次いでい

るようです。江ノ島大橋下では79個 (8月7日）、片瀬

湘岸西浜では37個（9月10日）の卵が保護されました

が、いずれも無精卵のために孵化しなかったそうです。

大磯でも、西小磯の産卵より少し前 (8月中旬）に、

国府本郷の海岸でウミガメの足跡を目繋した方がいた

ますので、 ．今回は記録上12年ぶりになります。 ようですが、残念ながら逝卵楊所の確認はできていま 。
当館では、取り急ぎ現地へ赴き、『i定的な措置とし せん。 しかし、今夏は確実に多くのカメの気配が感じ

て産卵場所に保護柵を設置しました。次いで江ノ島水 られました。アカウミガメの産卵が毎：年の恒例になる

族館から今後の対処方法についてアドバイスをいただ

くことにしました。それによると、産卵したのはおそ

らくアカウミガメで、今夏は相模滸で他にも産卵の梢

報があることや、通常は6~7月が産卵時期であること

が多いため、かなり遅い産卵であることなどが分かり

ました。砂中の温1文が25℃を下lrrlると孵化は難しくな

るという心配もありましたが、結局、自然にまかせて

そのまま見守る方針に落ち祐きました。

ところが、台風の接近によって状況は一変します。

27日朝、台風の大波が産卵場所に迫っているとの連絡

を受けて現地を確認した結果、少なくとも次の満滑l時

には極めて危険な状態になると判断しました。そこで、

再び江ノ島水族館に相談したところ、保護していただ

けるとのこと。しかも、台風の接近を危惧して、その

日のうちに作業していただけることになりました。

午後、江ノ島水族館から3名が駆け付けてくださり、

採卵作菜をおこないました。卵の上下が逆転しないよ

うに一つづつマーキングしながらポリバケツにとりあ

げ、 1時1::J余りの作業で深さ28cmから50cmまでの砂

中から、合計136個の卵を保設しました。今後は江ノ

島水族館で保設観察していただけるとのことで、よう

やくほっと一息つくことができました。 しかし、炎天

Fでの作業、重いポリバケツの運搬など、たいへんな

作業でした。迅速に対処していただいた江ノ島水族館

のご｝駁慈に感謝l•「I し上げます。 なお、翌日、館職員が

産卵跡地を確認に行くと、波に洗われた跡がありまし

た。まさに危機一嬰でした。

杵から大磯では、カメはシケ （時化）の多い年には

砂浜の邸いところに施卵すると伝えられています。 し

ことを期待したいと思います。

（江ノ島水族館提供）

くアカウミガメの子ガメが漂沼＞

9月1日、西小磯の海岸のナモト（波元）で発見され

たカメの死体が当館に届けられました。全長7.7cm、

直甲長（甲羅の長さ） 5cm、直甲幅（甲羅の幅） 4.7cm

のアカウミガメの子どもでした。大磯付近で孵化した

可能性もあります。悔にたどり滸いたものの残念なが

ら力尽きてしまったのでしょうか。現在、冷凍保存し

ており、米年度には最ll製の予3）：化をする予定です。

くオサガメが漂沼＞

9月3日、西小磯の海岸にウミガメの漂滸死体がある

との梢報が届きました。侶みが激しく頭部も一部が欠

損していましたが、甲羅の特徴からオサガメではない

かと判断されました。オサガメは熟帯から亜熱帯にす

み、ウミガメのなかでも最大級に成長するようです。

涼着したオサガメは、直甲長101cm、直甲幅56cmで、

甲羅から推測する全長は150cm程度と考えられます。

11・格椋本化もしくは甲羅の費料化を目指して、砂浜に

埋めるなどの処理をしました。
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写真で見る大磯の移り変わり④
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東海道の松並木 （左：明治後期、右：平成14年）

旧東海逍の而影が残る東小磯から西小磯の泊浪It]前にかけての松並木。昭和11年の国追拡幅工事で、現在の上り

車線がllfl竪されている。

東小磯の古瑣 （左：明治後期～大正初期、右 ：平成14年）

古い絵はがきには 「千既敷宝山の古穴」と記されている。現在の普兵衛池横穴硲群のことを指しているものと思

われる。

（
 

東小磯と西小磯の遠望 （左 ：明治後期～大正初期、 右 ：平成14年）

左は東小磯の中尾から西小隈の躾落を遠望した写真。谷戸に満々と水をたたえた水田が望まれる。右は現在の湘

南平展望台からの遠望。

（資料提供 ：飯田福信氏）
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［トピックス］

◇東海道シンポジウム大磯宿大会記念展

「旧高麗寺の寺宝」

昨年の東海道宿駅制渡400年記念展に紬き、今年度

は第15回東海道シンポジウム大磯宿大会記念展を、 10

月12日（士）から11月17日（日）まで開佃しました。昨年

は大磯宿 • 平塚宿 ・ ニ宮の間の宿をテーマに展示しま

したが、今回は視点を変えて、大礎宿から分離独立し

た高脱寺村の領主である高脱寺を取り上げました。既

に本年5月、「文化財特別公開」として、新たに確認さ

れた神像群と修理を完工した仁王像を紹介しています

が、今回の展示では、さらにft料を補完し「旧高麗寺

の寺宝」と銘打って、今後の高麗寺研究の基礎査料を

提示したものです。そして、神像群や仏像群で展示を

構成し、近世以前の神仏習合の宗教的空間を体感して

いただくことを目指しました。期間中、 5.351人の入

館者がありました。

◇海の教室 「大磯御船祭り見学会」

平成12年度から細統している 「悔の教至」では、さ

まざまな視点から悔を考えることを主旨として活動を

進めています。本年度最初の悔の教室は、 7月211」(H)

に地元大磯の御船祭りの見学会をおこないました。い

わゆる「船祭り」の見学会は、咋年の殺船祭り （真鶴）

に続いて2回目の企画となりました。当日は、 27名の

参加をいただき、 l図書館で概説ビデオを視聴して現地

見学へ出かけました。美しく飾りつけられたマツリプ

ネ（船山車）や木辿唄などを見liflし、しばし湘の文化

に酪いました。

◇高蕨山自然観察会

11月2日（土）、高麗l・llで自然観察会を1m催しま した。

これは、平成11年度から継続的におこなっている「草

と木の調在」 （年）文ごとの年1lil会員制）の公開講座と

して開佃したものです。講師には高橋秀男氏 （神奈川

県立生命の星 ・地球t専物館名抒館員）にお顔いし、樹

木の見分け方を中心に進めました。そして、アラカ

シ・シラカシ・ウラジロガシ ・コナラ ・スダジイ ・ド

ングリの他、メタセコイヤ ・モクゲンジなどの外来の

樹木を観察しました。当日は秋晴れの中、 27名の参加

がありました。

◇一部展示替え

このほど、常設展示室の小コーナーの展示替えを実

施しました。これは、例年実施している博物館実習生

による実技実習の一環としておこなったものです。

本年1文は4大学5名の実習生により、企画から展示、

リーフレット作成まで、すべて自らの手で完成させま

した。テーマは「海からの来訪者一大磯のアカウミガ

メー」で、本年9月に大磯Ill「西小磯洵岸で産卵したア

カウミガメを紹介しながら、アカウミガメの生態や環

瓢題に取り組んだものです。テーマ設定から展示itIi ( 

成、 I帷説文やリーフレットづくりまで、その過程には

r‘ 

さまざまな試行錯誤がありました。ささやかな展示コ

ーナーですが、実習生たちの熱慈もあわせてご虹いた

だければ幸いです。

◇文化財めぐり

当館では従来の館業務に加え、平成11年度から文化

財行政業務が組み込まれました。以来、 当館では文化

財保護継承への理解を得るために、文化財めぐりを継

続して1}fli枇しています。本年度は、松谷寺谷戸横穴硲

群や釜口古瑣を巡るコースで、文化財強澗月llりにあわ

せて11月3日（祝）に1}卜11i［しました。
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◇書籍案内

・「二宮町の今と昔の写真」 ／平成13年8月刊

・「大磯町の今と昔の写真（高脱地区 ・東町地区）」

平成14年2月刊

・「大磯Ill［の今と昔の写真．（化耕坂 ・王城山・湘南平）」

平成14年6月刊

・「大磯町の今と昔の写哀（大礎地区・束小礎地区・外）」

平成14年11月刊

本誌の「写真で見る大磯の移り変わり」に写真や情

報を提供していただいている飯I:E1福信氏（北下町在住）

が、 4111~の写真染を刊行されました。 同氏は、絵はが

きや写真に造詣をお持ちで、かねてから当館のさまざ

まな企両ご協力をいただいています。写真集は、本文

12~14頁ほどの分砒で、自らパソコンを駆使してのカ

作です。あくまでも、後世への記録や参考探料として

・「高来神社蔵木造神像群J（大磯町文化財調査報告害

第45染） ／平成14年3月刊

平成12年に実施した高来神社所蔵の木造神像群め調

究報告書です。これまで未調査だった神像群にうぃて

の、法址をはじめとした基本データや、調究II寺撮影写

哀などをまとめています。調査によって、本像は、

質 ・孤ともに充実した、鎌危期にさかのぼる神像群で

あることが確認されています。A4版39頁。有俯頒布

(1000円）。

・「大磯町郷土資料館収蔵査料目録絵はがき I」（質

料館ft料•6) 平成14年3月刊

当館収蔵在料のうち、絵はがきを目録化したもので

す。明治18年の海水浴場IJrJ設とともに保脊地や別荘地
として栄えてきた大磯では、案内牲や絵はがきが数多

＜刊行されてきました。このような地域的特性を考慇

の利用を念頭においた非売品ですが、当館や図料館で して、当館ではllfl館以来、絵はがきや古写真の収梨に

閲認することができます。 務めてきました。今回は、大磯（661点）および神奈

このように、地元に生まれ育った方が、自らの記憶 川県内のほか、東京都を除く関東地方までの目録を掲

や経験を生かして地域の歴史をひもといていかれるこ 載しています。A4版58頁。有伯頒布 (500円）。

とは、とてもすばらしいことだと思います。

（
 

◇ミズウオの剥製

平成14年4月16日早朝、伊藤貞夫氏（平塚市在住）が大磯悔岸でミズウオを拾得し当館に寄贈されました。 ミ

ズウオは水深1.000m付近に棲息し、成体では300cm近くまでになるという深悔焦です。今回寄贈されたミズウォ

は、体長134cm、体巫6kgと、いわば＂中塑＂でしたが、鋭い歯と体に不釣合いなほど大きな背鮪 （せびれ）を

持った長く異様な姿態は、湘の神秘さを物語るには十分なものでした。その後の調査によると、煮ると身が水の

ように浴けてしまうのでミズウオと呼んでいるとのことで、大磯では過去にも稀にあがることもあったようです。

しかし、これほどまでに状態が良いことは珍しく、急速、剥製化を検討することにしました。幸い、剥製化とと

もに予符措置も可能となり、早速剥製業者に引き取っていただきました。特徴ある身肉と薄い皮h加のため、剥製

化は難しかったようですが、9月に無事納品されました。現在、エントランスホールにて展示公開中です。

ところで、剥製化の作業途中で、ミズウオの胃から20匹ものハリセンボンが出てきま した。ちょうど、今年の

2月から4月頃にかけて、 相模而i＃では大紐のハリセンボンが漂滸しています。ハリセンポンを追いかけて浜に上

がってしまったのか…•• あるいは悪食がたたって絶命したのか・・・・・・ ミズウオとハリセンボンをぬぐる想像は

広がります。
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【資料の受入］

（寄 贈）ご協力ありがとうございました。

高 脱庚申講中 庚申講中道具

大 磯 木村純子氏 アシナガバチの巣他

大 磯飯田福信氏 貝標本他

大 磯尾崎芳治氏 写真パネル他

大 磯加藤涼義氏 窃職道具他

東小磯 新見紀雄氏 クジラの歯

国府本郷 加藤登思枝氏衣服

石神台 西山縫子氏 長猛袢

石神台矢島槃男氏 石器

二宮 町西山敏夫氏 漁具他

二宮 町 日下正武氏 写真他

平塚市 滝山昭枝氏 人形他

平塚市伊藤貞夫氏 湘綿

＇ 秦野市 尾沢千枝子氏袷の着物
西東京市 杉谷一子氏 古文牲

（移管）

大磯町役場経済観光課 イタゴ

大磯町役場下水道課 赤レンガ

大礎町役場総務課 地竹調査報告柑

月京幼稚園 8mm撮影機

（寄 託）

黒 岩坂井保治氏 窃札

大 磯宮代治吉氏 稲荷講資料

大 磯 菊池なつみ氏文学関係賓料

東小磯 大磯中学校 吉田茂杯他

国府本郷 添田光雄氏 希板

国府新宿 山川正氏 書籍

月 京後藤勲氏 古文書

黒 岩守屋町子氏

西小磯 中村昭夫氏

西小礎戸塚浩氏

平塚市 加藤文八氏

平塚 市 二宮勝男氏

南本町区

裡逍区

西小磯西子ども会

西小磯東区

西小磯東 ・西区

古文書他

稲荷講脊料

稲荷講査料

書 （断片）

書幅

横浜市 田川順三氏 雛人形

横浜市飯島成三氏 書籍他

新宿区 近藤敬一郎氏古文書

随神、 屏風

獅子頸

会旗、七夕狩料

掛軸他

伊藤博．文孜科

〈寄託期間 ：～H 16.3.31〉

［表紙写真l

西小磯の七夕

/ 
ノ

地区内を巡り、さまざまなケガレを背負し、込ん

だ竹神輿は、最後に海へ流される。l.l慇取山や大山

が見えるところまで泳ぎ出て流すが、かつて子ど

もたちはこの行事で泳ぎを習得したという。

［行事案内］

みなさんの参加をお待ちしています。詳しくは町広

報をご買になるか、館へ直接お問い合わせ下さい。

▼企画展

・ミニ展示 「収蔵昆虫椋本展J

平成14年12月8日（日）～平成15年1月26日（日）

当館所蔵の昆虫椋本約1.000点を展示いたします。

町内でよく確認される種類、近年の確認事例などを紹

介します。

・「雛人形展J

平成15年2月16日（日）～4月6日(EI)

当館に収蔵されている、明治時代から昭和時代にか

けての雛人形を一幽に公淵します。

▼海の教室

・「環税を考える～ケナフで紙漉き～」

今回はケナフを使った紙漉き体験を通して、身近な

閑培を考えます。今回は申し込み制となります。

日時／平成15年1月25日（土） 午後1時30分～3時30分

場所／郷土脊料館研修室

定員 ／25名 （申込多数の場合は抽選）

申込／平成15年1月10日必滸で往復はがきにて受付

参加骰／無料・

・「ピーチコーミング」

照ヶ崎と北浜湘岸で源着物を拾います・。 雨天決行。

申し込みは不用です。当日現地へお染まりください。

日時平成15年3月8日（土）午前9時30分～11時30分

染合／！照ヶ崎プール前に午前9時30分梨合

Reportー大磯町郷土資料館だより ーNo.23

平成14年11月30日

編染発行 大磯町郷土賓料館

〒255-0005神奈川県大礎町西小礎446-1

TEL 0463 (61) 4 7 0 0 

FAX 0463 (61) 4 6 6 0 
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